
弁護士人口と司法書士人口の地域別比較（2010年）

東京 6134 3133 15.26

第一 3783 15.26

第二 3887 15.26

神奈川県 1125 904 1.24

埼玉 535 741 0.72

千葉県 486 623 0.78

茨城県 172 298 0.57

栃木県 139 219 0.63

群馬 203 293 0.69

静岡県 325 439 0.74

山梨県 89 128 0.69

長野県 165 363 0.45

新潟県 202 302 0.66

大阪 3583 2157 1.66

京都 489 512 0.95

兵庫県 620 938 0.66

奈良 133 195 0.68

滋賀 100 202 0.49

和歌山 114 152 0.75

愛知県 1354 1096 1.23

三重 125 265 0.47

岐阜県 132 349 0.37

福井 76 135 0.56

金沢 123 184 0.66

富山県 79 168 0.47

広島 423 483 0.87

山口県 125 238 0.52

岡山 282 326 0.86

鳥取県 55 108 0.50

島根県 53 126 0.42

福岡県 877 839 1.04

佐賀県 73 117 0.62

長崎県 123 157 0.78

大分県 113 171 0.66

熊本県 194 314 0.61

鹿児島県 131 295 0.44

宮崎県 91 168 0.54



沖縄 217 210 1.03

仙台 331 287 1.15

福島県 143 285 0.50

山形県 71 167 0.42

岩手 77 151 0.50

秋田 66 124 0.53

青森県 82 133 0.61

札幌 539 413 1.30

函館 36 49 0.73

旭川 50 71 0.70

釧路 58 86 0.67

香川県 125 156 0.80

徳島 76 147 0.51

高知 75 118 0.63

愛媛 130 241 0.53

合計 28789 19776 1.45

※　便宜上、都道府県名ではなく、弁護士会の名称で比較した。

　　東京は、三会と人口総数との比較となっている。

　　弁護士の人数は弁護士白書によった。司法書士については

　日本司法書士会連合会が把握されている数字である。


